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現在、国は 2013 年度からの 3 年間を国立大学の改革加速期間と位置づけ、国立大学改革プ
ランの策定やミッションの再定義、大学のガバナンス改革等を通じて大学の教育力、研究力の飛
躍的な強化、国際化など機能強化を推進しています。金沢大学はこうした動向を踏まえ、2014





ESD に関する学生への教育の充実を図っています。また、教員養成課程の学生への ESD 教育、
教員免許更新講習における ESD の導入、里山里海プログラムや文科省「地（知）の拠点整備事










金 沢 大 学 長  
1
金沢大学環境方針 













   １ 環境に関する先進的教育を継続的に推進し、持続可能な社会の構築に貢献する人材の育成
に努めます。 
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 環境マネジメントシステム 
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  環境保全センター 
  埋蔵文化財調査センター 
  センター長 






















































境・ＥＳＤ発展プログラム」とすることとし、8 学類が提供する専門基礎科目・専門科目 25 科目か









※1：ESD  ：「持続可能な開発のための教育」（Education for Sustainable Development）の略。 































































投入    平日午後 1 回 
破砕 膨張軟化処理 
生ごみ 稲わら もみ殻 
7
１.環境に関する教育と研究 












































下図は、累積ガス発生量を示しています。最初の 50 日程度は全装置生ごみ(固形物濃度 30-40％)
だけを投入し、生ごみ１ｋg（乾燥重量）から 500L 程度のメタンガスを発生することを確認しまし
た。その後、装置 N0. 1 には継続して生ごみのみを投入した結果、運転開始から 100 日目程度でア
ンモニア濃度が 4,500mg/L を超え、ガス発生が停止しました。これまで言われているように、生ご
み単独で高濃度化すると、アンモニア阻害により、運転を継続することができないことが確認できま









これらの結果をもとに、生ゴミ 20t/日（4t-TS /日）、稲わら 9t/日（7.2t-TS/日）、もみ殻１t/
日（0.8t-TS/日）の混合消化槽を仮定して試算した結果、１日当たり 3,400Nm3 のメタンガスを
回収可能であると推定できました。別に、前処理条件を見直すことにより、稲わらおよびもみ殻のメ
タン生成ポテンシャルが 234 L/kg-TS および 71 L/kg-TS にまで向上させることが可能であるこ
とが示されましたので、メタンガス発生量は最大3,800Nm3/日を期待することができます。さらに、
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 附属図書館の取組み 
 附属図書館は、第 2 期中期目標・中期計画に掲げられている「環境問題に関する見識を備えた人材
を養成すること」という目標を受け、2010 年度以降「環境学コレクション」の整備を行ってきまし
た。このコレクションは、環境問題に関する学際的な資料を幅広く収集するコーナーで、2014 年 3
月末現在、約 3,900 冊となっています。また、企業や地域社会と連携した活動として、①第 2 回金




① 第 2 回金沢大学附属図書館 ECO 学習コンク
ールの実施 
2012 年度に引き続き、「第 2 回金沢大学附属
図書館 ECO 学習コンクール」を実施しました。
第 2 回となる今回は、金沢市、野々市市、白山市、
かほく市の 8 小学校および 7 中学校から、小学生





部門 1 名）、日産賞（各部門 3 名）、附属図書館長
賞（各部門 3 名）の計 16 名の受賞者を決定しま
した。 
表彰式は、11 月 3 日（日・祝）に自然科学系図
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第 2 回金沢大学附属図書館 ECO 学習コンクール受賞者 
 
賞名 部門 学校名／学年 名前 作品名 
学長 
大賞 
小学校 金沢大学附属小学校 6 年 宮武 知生 
なわとびで発電できるかな？THE
リベンジ 














金沢大学附属小学校複式 3年 馬瀬 莉乃 
ダンボールコンポスト～ごみ大変
身～ 
金沢大学附属小学校 4 年 望月 宥伽 
水をきれいにしよう＝活性炭と竹
炭を使って＝ 
金沢大学附属小学校 5 年 福島  彩 金沢の「水」についての調査 
中学校 
金沢大学附属中学校 2 年 張  馨日 快適な環境と節電 
金沢大学附属中学校 2 年 高田 優佑 
パスタのゆで汁の油落とし効果の
研究 








金沢市立諸江町小学校 5 年 背戸菜々子 
小水力発電の可能性を探る -水力
発電かららせん水車まで- 
金沢大学附属小学校 5 年 余合志央莉 
二酸化炭素の循環サイクル（カーボ
ンニュートラル） 
金沢市立南小立野小学校 6年 西尾 亮人 ECO 冷水をつくろう！ 
中学校 
金沢市立野田中学校 2 年 土肥 桃花 赤外線とヒートアイランド現象 
金沢市立紫錦台中学校 2 年 西尾 春人 
身近な水力発電で家電製品を動か
せるか？ 





② ECO 学習コンクール「何でも相談会」の実施 
コンクールの実施に合わせ、夏休み期間中にコンクール応募希望者を対象に、研究や調査について
アドバイスを行う「何でも相談会」を以下のとおり実施しました。 










神谷 信夫 氏 大阪市立大学複合先端研究機構教授
「光合成と人工光合成：水を還元剤とするCO2固定反応」








13:30～ 挨拶 情報担当理事 櫻井勝












TEL: 076-264-5216 FAX: 076-234-4050
E-mail: insomu@adm.kanazawa-u.ac.jp
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④ いしかわ環境フェア 2013 への参加等 





















































り、副学長 5 名による厳正な審査を行い、9 点
の作品を入選作品として選定しました。 









2013 冬「誰でも楽しくできる」省エネルギーの取組みの提案 入賞作品 
部 門 賞 作  品 
省エネ活動部門 学長賞  席は前に詰めて座りましょう 
奨励賞  講義室での省エネ 
省エネアクション標語部門 学長賞 空っぽの部屋 明かり不要！ 節電 ムダ減 心がけん？ 
副学長賞 省エネは 地球に対する おもてなし 
奨励賞  1℃下げ 未来の地球へ おもてなし 
同 上  エネルギーの無駄遣いから エコロジーへの気遣いへ 
同 上  1℃でも みんなでやれば 大きなエコに 
同 上  少しだけ 電気を消して 勉強だ 
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 中学２年生職場体験事業（わく・ワーク）の受入れ 





































   
中学 2 年生職場体験事業(わく・ワーク)活動風景写真 
15
3.地域・社会貢献活動 













































































回 開催日 講義タイトル等 
主な話題提供者 
（大学名のなしは金沢大学） 
1 12月6日 角間里山ゼミの開講にあたって 中村浩二（里山里海プロジェクト、特任教授） 
2 12月20日 ＥＳＤと里山 鈴木克徳（環境保全センター、教授） 
3 1月17日 里山と地域協働のまちづくり 松下重雄（准地域連携推進センター、准教授） 
4 1月31日 現在社会における里山の意義 中村浩二（里山里海プロジェクト、特任教授） 







7 3月14日 里山の持続可能な利活用を考える 新妻弘明（東北大学、名誉教授） 










12 5月23日 身近な薬用植物 佐々木陽平（薬用植物園、准教授） 
13 6月13日 人と環境との関係－文学をとおして考える 結城正美（外国語教育研究センター、教授） 






16 ７月25日 同上（第２回） 北野 滋（明和工業、代表取締役） 
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◆ 「地域の感性を備えた人材を育て社会を繋ぐ「地（知）」の拠点」事業の実施 



























































    
  




       
    
       
教育･研究用 
  
      
  
            
         
平和町・ 
その他   
    宝町・鶴間   
               
    
  
  
       
       





電力：5,571 万 kWh 
ガス：  403 万ｍ3 
水 ：   52 万ｍ3 
重油： 829 kｌ  
紙類：  214 t 
電力：2,281 万 kWh 
ガス：  296 万ｍ3 
水 ：   24 万ｍ3 
 
電力：3,290 万 kWh 
ガス：  107 万ｍ3 
水 ：   28 万ｍ3 
総供給量(Input) 
排出量(Output) 
温室効果ガス： 49 千 t- C O 2 
廃棄物      ： 1,723ｔ 
排 水   ： 50 万ｍ3 
リサイクル紙類：256ｔ 
再利用物質  ：112ｔ 
温室効果ガス吸収： 
594 t- C O 2   
角 間 

































非常用自家発電設備を所有しており、それぞれ年間約 6 万 kWh、約 105 万 kWh を発電しました。 
また、自然エネルギーの利用も行っており、現在、角間キャンパスの自然科学研究科棟屋上には
10 kW、20 kW、100 kW 各 1 基の太陽光発電パネルが、平和町地区の附属高校校舎および体育
館の屋上に、それぞれ 10 kW 各 1 基、附属病院屋上に 10 kW 1 基の太陽光発電パネルが設置さ
れていて、角間キャンパスで年間約 14.5 万 kWh（角間キャンパス全体の電気消費量の約 0.6％相
当）、病院地区で年間約 1 万 kWh、平和町地区にて年間約 2 万 kWh の電力を利用しています。 
脚注 
※4：「エネルギー消費原単位」は、建物延床面積 1m2当たりの原油概算量（Ｌ）で表します。 
原油概算量係数として 0.0258kl/GJ を適用しました。 
エネルギー消費量は電気、ガス、重油、灯油、プロパンガスの発熱量により算出しています。  
エネルギー消費量の算出では、電力の単位発熱量は 9.97ＧＪ/千ｋWｈ（昼の値）、都市ガスの単位発熱量
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ばいじん等の大気排出濃度と規制値 
 水資源の利用状況 
金沢大学における年間水使用量は、およそ 52 万 m3 であり、ここ３年ほどは微増傾向にありま
す。なお、角間キャンパスでは井水を散水等に約 3 万ｍ3 程度を別途使用しています。小便器自動
水洗器・手洗い場自動水洗の設置等の設備改修や日頃の節水をさらに徹底していきます。  















2009 2010 2011 2012 2013 規制値
角間南地区 ガス冷温水器　3台 〈0.01 〈0.01 〈0.01 〈0.01 0.01 0.10
角間南地区 ガス発電機　　 1台 〈0.01 〈0.01 〈0.01 0.01 0.01 0.05
角間北地区 A重油ボイラー  3台 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.30
附属病院地区 ガスタービン　  3台 〈0.01 0.30
附属病院地区 ガスボイラー  　3台 〈0.01 0.30
附属病院地区 A重油ボイラー　1台 0.03 0.01 0.01 0.01 0.02 0.30
宝町鶴間地区 A重油ボイラー　3台 0.02 0.01 0.01 0.02 0.02 0.30
平和町地区 A重油ボイラー　1台 〈0.01 0.02 0.01 0.02 0.02 0.30
その他 A重油ボイラー　2台 0.04 0.03 〈0.01 0.03 0.02 0.30
換算ばいじん濃度（g/Nｍ3）
上水（市水・井水）使用量 下水（市水・井水）排水量 
2009 2010 2011 2012 2013 規制値 2009 2010 2011 2012 2013 規制値
角間南地区 ガス冷温水器　3台 28 40 34 28 31 150 〈0.01 〈0.01 〈0.01 〈0.01 〈0.01 12.65
角間南地区 ガス発電機　　 1台 36 40 38 43 49 600 〈0.01 〈0.01 〈0.01 0.01 0.02 3.01
角間北地区 A重油ボイラー  3台 96 89 74 78 87 180 0.98 0.27 0.51 0.52 0.68 14.4
附属病院地区 ガスタービン　  3台 24 34 43 30 35 70
附属病院地区 ガスボイラー  　3台 52 53 53 64 53 180
附属病院地区 A重油ボイラー　1台 55 65 72 51 58 180
宝町鶴間地区 A重油ボイラー　3台 59 58 60 58 59 180 0.18 0.27 0.26 0.20 0.18 4.99
平和町地区 A重油ボイラー　1台 73 79 69 64 63 260 〈0.01 0.20 0.07 0.08 0.15 2.52
その他 A重油ボイラー　2台 73 85 84 62 82 250 0.12 0.15 0.18 0.12 0.18 5.10
SOｘ排出量（Nｍ3/h）　　換算NOｘ濃度（ppm） 4-5%O２換算値、斜字のみ16%O２換算値
2009 2010 2011 2012 2013 2009 2010 2011 2012 2013 2009 2010 2011 2012 2013
角間北地区 A重油ボイラ3台 470 386 306 307 363 4 1 2 3 3 49 53 36 34 33





















































※6 環境報告書 2013 から、区分別の廃棄物発生量の区分を変更しました。 
2009 2010 2011 2012 2013 2009 2010 2011 2012 2013
古紙　* 232.9 288.5 222.2 253.4 259.9 95.0 82.3 96.2 97.3 98.6
ペットボトル 32.3 37.0 39.3 39.6 36.4 100.0 100.0 100.0 100.0 99.9
蛍光灯 2.3 2.2 0.8 1.5 1.6 0.0 81.8 51.2 93.2 96.0
金属くず 164.0 123.5 122.5 25.5 96.0 56.3 81.9 100.0 100.0 93.2






































役務（17品目） 100% 23,097件 23,097件 全品目100%
他の特定調達物品（34品目） 100% 125,116件 125,116件 全品目100%
ＯＡ機器（19品目） 100% 77,010個 77,010個 全品目100%
家電製品（照明,エアコン等含む18品目） 100% 9,019台 9,019台 全品目100%
文具類（83品目） 100% 577,742個 577,742個 全品目100%
オフィス家具・インテリア等（20品目） 100% 266,741個 266,741個 全品目100%
分   野 目標 総調達 特定調達物品 目標達成
紙類（7品目） 100% 450,587kg 449,388kg 1品目を除き各品目100%
 
2013 年度 グリーン購入実績 
24
４.環境配慮への取組み 
























注；TEQ（Toxicity Equivalency Quantity：毒性等量）について 
 ダイオキシン類は，種類によって毒性の強さがそれぞれ異なっており，ダイオキシン類として
の全体の毒性を評価するため，最も毒性が強い 2,3,7,8- テトラクロロジベンゾパラジオキシンに
換算して，どのくらいに相当するかを TEQ として表わします。 
 
PRTR 法届出物質取扱量の年次変化 
2013 年度 PRTR 報告 
取扱量 2,010 kg 2,430 kg 3,170 kg 553 kg
大気への排出量 160 kg 210 kg 87 kg 0.84 mg-TEQ 550 kg
下水道への移動量 0.1 kg 0.2 kg 0 kg 0.000000025 mg-TEQ 0 kg
当該事務所以外の
移動量（廃棄物量）






























































2009年度 984 2,167 3,151 2,332
2010年度 1,057 2,171 3,228 2,374
2011年度 1,148 2,408 3,556 2,575
2012年度 1,133 2,398 3,531 2,564






2009年度 2,193 3,170 5,363
2010年度 2,356 3,175 5,531
2011年度 2,559 3,522 6,081
2012年度 2,525 3,507 6,033






























 2013 年度は、10 月 23 日に、学生・ 
教職員の他、株式会社北陸銀行、金沢大学 
生活協同組合職員、近隣地域住民の方々 
など延べ 112 人が参加し、好天候の中、タブ、ヤブツバキ、シラカシ、アラカシ、シイ、コブシ 
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 技術支援センター環境改善への取組み  
 技術支援センターは 2007 年に環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）の構築・運用を行い、2008











ライ加工の実施により、2013 年度の廃棄量は 270 ㎏となり、目標を達成しました。 
③ 電力消費量削減の取組み 














を行いました。2013 年度は 283 名に環境教育を実施しました。 
⑤ 環境改善研究支援の取組み 
環境改善を目的とした研究に対する支援を行おうという取組みで、2013 年度は 3 件の支援を
行いました。 
⑥ その他の取組み 
●訓練：2013 年 12 月に、ガス漏れ、油漏れ、有機溶剤漏れ、
水漏れ等を想定した緊急時対応訓練を実施しました。 
●内部監査：2014 年 1 月に、環境保全センター内部監査委員
による内部監査を実施しました。 
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いただいた「リ・リパック」トレー回収 BOX の取組みを継続し、この BOX へ入れていただいたト
レーについては、10 円を返金する代わりに 1 枚 10 円分の募金として東日本大震災復興支援募金に
寄付しています。2013 年度は 767 枚分・7,670 円の寄付がありました。 
  2013 年度の容器回収率は、残念ながら前年より 6.37％ダウンして 30.3％でした。学生委員が
作成した回収促進の掲示物を生協購買に掲示するなど回収推進に取組みましたが、今後は更に設置個
所を増加させる等、対策を強化していきたいと思います。 
2013 年度 2012 年度
販売弁当個数(個) 40,127 39,176
容器回収数(個) 12,158 14,364










金（＝寄付金額）は 4,076 枚（前年差▲609 枚）分、20,380 円でした。 
また、この取組みをより広めるため、金沢大学オリジナルエコバックを配
布しました。「大学・社会生活論」で環境論が開講された 10 学類約 1,155 名を対象に、上記「リ・
リパック」の回収の取組みと合わせてレジ袋無料配布について案内し、エコバックをプレゼントしま
した。また、環境論が開講されない学類の学生向けには生協店頭で配布し、オープンキャンパスでは
参加した高校生や保護者に配布するなど、2013 年度は合計約 5,000 枚を配布しました。 
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5.バリューチェーンの活動 
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 「金沢大学キャンパス環境整備の会」の活動  
 金沢大学を定年退職した教職員有志が 2009 年春に結成して以



























































































月後に初めて行って以来、毎年活動を重ね、2014 年 5 月の派遣をもって 26 回目を迎えました。参
加学生数はこれまでおよそ 700 人と、学年、専攻を問わず多くの学生に参加していただきました。
2013 年度は 2 か月に 1 回のペースでボランティア派遣を実施しました。1 度におよそ 40 人の学
生・教職員の方と共に、週末を利用して現地へと向かいます。参加の募集をするとすぐに定員オーバ
ーになるほど、今でもなお、被災地ボランティアに対する関心がとても高いと感じます。 
 震災から 3 年という年月が経過した現地は、少しずつ、着実に新しい生活を営み始めています。し
かし、その反面、ニーズや課題はまだまだたくさんある状況です。その中で私たちは「よそ者だから
できることをしよう」ということをモットーに支援を行っています。実際には 2 つの活動を軸にこれ
まで続けてきました。1 つは外的な環境を整えるというボランティア活動で、もう 1 つが現地の方に
寄り添う内側のこころのボランティア活動です。前者の活動は現地の復興サポートステーションを通










        畑の再生作業                足湯の様子 
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６.学生活動 
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 大学通学路クリーン作戦 






学生：11 名、大学生協：6 名、一般参加：3 名、埋蔵文化センター：3 名、環境保全センター：4
名、施設部：1 名、教員 1 名、参加者は合計で 29 名の参加がありました。 
 2014 年 3 月 27 日、前回と同様に、アカンサスポータルを活用して「大学通学路清掃活動参加」
のお願いを掲載して参加を促しました。 
学生：6 名、大学生協：8 名、一般参加：1 名、埋蔵文化センター：3 名、環境保全センター：1 名、
教員 1 名、参加者は合計で 20 名の参加がありました。 
 
 
通学路クリーン作戦に参加して下さった皆様      ゴミ拾いをしている学生ボランティア 
通学路を歩いて拾ったゴミ    金沢市リサイクル推進課の収集車      2ｔ車がゴミで満杯 
33
７.生物多様性の保全状況 
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 角間里山ゼミ 
◆ 角間里山本部の取組み 






























































に基づく講習会を 5 月に角間地区、宝町地区にて計 3 回、更に 12 月には両地区にて、同講習会と




























の 4 地区において、各事業場の特性に合った安全衛生活動を行っています。 
主な活動内容は以下のとおりです。 
日常的な改善活動：衛生管理者・産業医による定期的な職場巡視の実施 
          教室単位の安全衛生ミーティングの実施 
 有害業務管理（アセスメント）：ハザード調査の実施とその結果からのリスクアセスメント 
           化学物質管理、放射線防護対策、作業環境測定の実施と結果対応、 
特殊健康診断の実施、設備機器の保守点検等 
    健 康 管 理：定期健康診断の実施と事後措置、健康教育・保健指導の実施、喫煙対策、 
長時間労働者への対応、病気就職者への復職支援、感染症対策等 
 予 防 啓 発：啓発活動、学生への安全衛生教育マニュアルの提供、火災防止点検・ 
設備点検等 
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10.金沢大学概要 
















































小木地区 (臨海実験施設 ) 
・共同研修センター  
・低レベル放射能実験施設  













建物面積：21,929 m2 2013 年 5 月現在の主要団地面積  
38
10.金沢大学概要 
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◆ 金沢大学データ（2013 年 5 月 1 日現在） 
【組織】 
 3学域・１６学類 
  人間社会学域 人文学類、法学類、経済学類、学校教育学類、地域創造学類、国際学類 
 理 工 学 域  数物科学類、物質化学類、機械工学類、電子情報学類、 
環境デザイン学類、自然システム学類 
 医薬保健学域 医学類、薬学類、創薬科学類、保健学類 
 ５研究科 
  教育学研究科、人間社会環境研究科、自然科学研究科、医薬保健学総合研究科、法務研究科 
 その他 











  大学間交流協定校117機関（32か国1地域）、部局間交流協定校57機関（15か国1地域） 





















目的 1-1 環境 ESD 教育の推進 
 共通教育特設プログラム「環境・ESD リテラシー」を継続強化すると共に、学士専門課程において






































目的 4-1 資源・エネルギー使用量の削減 
 2013 年度は、2012 年度と比較すると総エネルギー消費量、エネルギー消費原単位とも















目的 4-4 廃棄物の適正処理と再利用・再資源化の推進 
















目的 5-2 環境問題に対する啓発 
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有岡 智子、 池本 良子、 井上 美紗子、 亀田 真紀、    菊地 遵一、 熊谷 麻未、  
清水  健、 菅井 美里、 鈴木 克徳、  竹田 裕一郎、 中村 浩二、 西山 宣昭、 






市原 あかね、 井上 美紗子、 大村 和美、  亀田 真紀、 北村 久美子、 坂本 二郎、 
鈴木 克徳、 外山  寛、 中野 兼一、 新田 晃平、 本間 敏郎、 道上 義正、 













1 報告にあたっての基本的要件 環境報告書の作成にあたって 46 
2 経営責任者の緒言 学長メッセージ 1 
3 環境報告の概要 －  
4 マテリアルバランス マテリアル・フロー（エネルギー・資源や物質の流れ） 19 
「環境マネジメント等の環境配慮経営に関する状況」を表す情報・指標 
1 環境配慮の方針、ビジョンおよび事業戦略等 環境マネジメントへの取組み 4 
2 組織体制およびガバナンスの状況 
2-(1) 環境配慮経営の組織体制等 環境マネジメントへの取組み 4 
2-(2) 環境リスクマネジメント体制 リスクマネジメント体制 5 
2-(3) 環境に関する規制等の順守状況 法令遵守の状況 35 
3 ステークホルダーへの対応の状況 
3-(1) ステークホルダーへの対応 環境コミュニケーションの状況、学生活動 10～14  
31～33 
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4 バリューチェーンにおける環境配慮等の取組状況 
4-(1) バリューチェーンにおける環境配慮の取組方針、戦略等 バリューチェーンの活動 29～30 
4-(2) グリーン購入・調達 グリーン購入の推進 24 
4-(3) 環境負荷低減に資する製品・サービス等 環境に関する教育と研究 6～9 
4-(4) 環境関連の新技術・研究開発 環境に関する教育と研究 6～9 
4-(5) 環境に配慮した輸送 エネルギーの消費等に伴う温室効果ガス（二酸化炭素）の排出と抑制策 26 
4-(6) 環境に配慮した資源・不動産開発／投資等 －  
4-(7) 環境に配慮した廃棄物処理／リサイクル 廃棄物の排出削減と再資源化（リサイクル） 23 
「事業活動に伴う環境負荷および環境配慮等の取組に関する状況」を表す情報・指標 
1 資源・エネルギーの投入状況 
1-(1) 総エネルギー投入量およびその低減対策 エネルギー消費 20 
1-(2) 総物質投入量およびその低減対策 マテリアル・フロー（エネルギー・資源と物質の流れ） 19 
1-(3) 水資源投入量およびその低減対策 水資源の利用状況 22 
2 資源等の循環的利用の状況 －  
3 生産物・環境負荷の産出・排出等の状況 
3-(1) 総製品生産量又は総商品販売量等 －  
3-(2) 温室効果ガスの排出量およびその低減対策 エネルギー消費などに伴う温室効果ガス（二酸化炭素）の排出と抑制策 26 
3-(3) 総排水量およびその低減対策 水資源の利用状況 22 
3-(4) 大気汚染、生活環境に係る負荷量およびその低減対策 大気汚染物質の排出と抑制策 22 





3-(7) 有害物質等の漏出量およびその防止対策 法令遵守の状況 35 
4 生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用状況 角間里山本部の取組み 34 
「環境配慮経営の経済・社会的側面に関する状況」を表す情報・指標 
1 環境配慮経営の経済的側面に関する状況 －  
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2 環境情報の第三者審査等 内部評価 45 
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      〒920-1192 
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